
これからの活動につながるセミナーに 
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全労連青年部は 6月 6日（土）、初の試みとなるウェブセミナーを開催しました。新型コロナウイルス感染症の

影響で全国規模の集会の開催が難しい中、「できる方法で集まろう」とオンライン会議システムを使用して、11単

産・16地方 69人の青年たちが結集しました。 

 

 
当日は中岡健太常任委員の司会でスタート。保科雄治部長は主催者あいさつで、「生活や雇用が新型コロナウイ

ルスに脅かされている。社会保障政策の誤りも明らかになり、政府の姿勢に対しみんな疑問を感じている。自分

は日本医労連に所属しているが、今年の夏季一時金は全体的にとても低く、厳しい状況。今こそ労働組合が力を

合わせるとき。困難を抱えている青年がなかなか集まれず、活動も制限されている。神奈川で予定していたユニ

アカの現地開催も断念した。しかし、こうして集まれるのはウェブの強み。交流を深めて活動につなげていこ

う」と訴えました。 

 

 

「コロナ禍に克つ ３つのレシピ～労働組合だからできること～」と題して、全労連の黒澤幸一事務局次長が

講演しました。コロナ禍で、医療・介護や公務公共サービスの脆弱さが明白になり、この事態に対応しきれてい

周りの青年に声をかけ、労働組合に結集してコロナ禍を乗り越えよう！ 

 

ホームページ http://www.zenroren.gr.jp/jp/seinen/  



（大阪労連青年部ニュース No.5・6、大阪労連青年部作成動画より） 
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ないこと、また格差と貧困が表面化し、大企業優先の政策で

国民の生活が破綻していること、そして文化や芸術、それに

関わって働く人たちが大切にされていないことなどが浮き彫

りになったと指摘しました。日本は税金を使うべきところに

使っておらず、公共の部分が削られています。大企業が内部

留保を貯め込む一方、アベノミクスで労働者の賃金は上がら

ず、低い賃金水準の中でコロナ禍は起きました。非正規労働

者はどんどん職を失っており、2018年時点から 97万人も

減っています。様々な制約や、仕事が通常どおりできない状況が続き、そこでわかったのは、「一人ひとりの労働

者は何ひとつ無駄な仕事はしていない。誰もが必要な存在で、社会を構成しているということだ」と話し、「今、

雇用を守ると同時に、生活を守るために賃金を下げないことが重要だ」と主張しました。 

リーマンショックや東日本大震災後、最低賃金の引き上げ額は減少しました。経済の冷え込みが改善されない

まま、今の状態になっています。労働者の生活を支えることこそ、経済を活性化させることにつながります。 

また、講演の中で全国の青年のとりくみを紹介。大阪労連青年部の最賃生活体験やさっぽろ青年ユニオンがコ

ールセンターの「３密状態」の解消を求めて行動したことなどを例に挙げ、労働組合でなければできないことが

あると語りました。「コロナ禍に克つため、①民主主義を確立させる②格差と貧困の是正③労働組合がセーフティ

ネットであること。この３つのレシピで、労働者を孤立させないために声を上げていくことが大切だ」と語り、

最後に「経験したことがないような事態がたくさん起きた。私たち労働者は当事者だ。それぞれの目に何が見え

たか？コロナ禍に『克つ（＝乗り越える）』。それは私たちが集まり、団結して集団になること。それでしか力を

発揮できない。ぜひ周りの青年たちに声かけを」と締めくくりました。 

 

 

 

大阪労連青年部は、４月に最低賃金生活体験にとりくみました。 

昨年に続くとりくみですが、今年は参加する仲間を増やして 24人でチ

ャレンジ！！参加への声かけの中で、「そんなん余裕やし。体験なんか

しなくても、普段から最賃生活に近い生活をしてるよ！」との声が聞か

れたそうです。青年にとって最低賃金は身近であることを実感…。報告

や写真を送り合いみんなで交流しながらとりくみました。しかし、緊急

事態宣言発令で自粛ムードに。中間報告交流会は中止になりましたが、

アンケートを実施して仲間の声を集めました。結果は自粛生活下でも赤

字。やはり“最低賃金では生活することができない”ということがわか

りました。  

参加した青年部員からは、「普段関わっている生活困窮者の方やそ

れに近い人たちと極力同じような生活を送ってみようと意識した」「飲

み物は水のみ。お菓子を控えた」「心に余裕がなくなっていく」「ストレ

スがたまる…」「意外と医療費が高い」「生活を充実させるための行動で

はなく生活を維持するための行動になってしまった」「奨学金やローン

の返済などで貯金にお金が回せなくなった」「人生設計ができない大き

な原因の一つ」「この状況下だからこそ、最低賃金の引き上げが必要だ

と実証で

きた」「運

動の仲間

を増や

し、働く

仲間で声を上げ、世の中を変える！」といった報告や決

意、感想が寄せられました。コロナ禍の中、24人の仲間

たちと最賃運動にとりくむ意義を確認し合うことができ

たとりくみとなりました！   

●大阪労連青年部 仲間を増やして最賃生活体験！ 

 

黒澤さんによるオンライン講演の様子 

6月26日の最賃体験報告会にて交流を深め合う青年たち（上） 

朝宣伝で体験を元に最賃全国一律 1500円以上を訴える河合部長（下） 
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 講演に引き続き、オンライン会議システムのブレークアウトセッション機能を使い分散会をおこないました。

８グループに分かれ、職場の状況や感じたことなどを交流しました。内容を一部紹介します。 

 

・「職場でクラスターが発生して風評被害を受けている。一日 300万円の赤字」（介護福祉士・神奈川） 

・「医療現場ではマスクが不足しており、一週間で１枚を使いまわしている。現場からは心配の声が上がってい

る。また、病院経営の悪化から賃下げが起こっている。もともと厳しい状況（医療改悪）に加え受診抑制が働

いている」（作業療法士・愛知） 

・「外出自粛でコープの利用者が増え、前年比 120％の売り上げとなっている。現場はもともと人手不足のため 

大変だ。暑い中マスクを着用しての宅配であるため熱中症の危険もある」（コープドライバー・岐阜） 

・「web授業の準備で教員は休日出勤を余儀なくされており、不満が出ている。給与カットは聞かないが労働負荷   

は増している。私は私立高校で働いているが、授業がなくても非正規教員にも賃金を出すことを決定。この辺 

りに公立との格差を感じる」（私立高校教員・大阪） 

・「観光業は仕事が９割減。雇調金などの相談がある。多くの店舗がコロナ禍で閉店。その中で賃金カットされる 

労働者。組合の力で休業補償を 10割にしたなど前進もあるが、全体的にはやはり押されている。どうにかした 

い」（全国一般・本部） 

 

ほかにも、仕事の意義を感じる場面は？という問いかけに「一斉休校で、生活リズムが乱れる子、不登校傾向

になる子がいる。心のケアができるように学校現場は新しい形を考えないといけない。ICTが提唱されている

が、そこからこぼれ落ちた子はどうするのか。2020年は入試改革の年でもある、そのあたりに教員の意義があ

る」と、人と人とが通じることに仕事の意味があると答える教員の青年や、組合活動に関しての交流では「現場

では、新歓が中止に（10年連続新人加入率 100％）」（医労連・愛知）、「新歓ができていない。プレゼント作戦を

予定している。つながりをつくりたい」（勤医労・北海道）、「感染対策従事手当として一日 4,000円の支給を団体

交渉で実現させた」（全医労・本部）、「文化と労働者も守るべき存在。税金の使い方に注目。Go To キャンペーン

などの予算の使い方に疑問。違和感、おかしさを仲間に知らせていく」（全厚労・本部）といった声が聞かれまし

た。 

 

 

 最後に、稲葉美

奈子書記長があい

さつ。「この間、

コロナで集まれず

青年部らしい活動

ができなくなって

いる。青年春闘交

流集会やユニアカ

が開催できず残

念。とにかく話す

場がほしい、みん

なの状況が知りた

い、何かしたいと

いう声に後押しさ

れて今回の開催に

至った。今回、ウ

ェブだから参加で

きたという人、初めてつながれた人もいる。ウェブの強みはあるが、そうは言ってもやっぱり直で会って話を聞き

たいと思う。労働組合だからできること、そういうものをみんな持っていると思う。青年部としてもどんどん共有

していきたい」と締めくくりました。 

新しい仲間と出会えた！今度はみんなで会って話したい 

 

リモート懇親会では趣味や特技の披露も！顔を合わすとやっぱり笑顔に♪ 

各地でがんばる青年の声 

 



セミナー終了後は、懇親会を開催しました。参加者それぞれがお菓子やお茶、お酒を準備して、おすすめの品を

紹介したり、自室で趣味や特技を披露したりと、普段なかなか見ることができない青年たちの一面を垣間見ること

ができました。「今度は会って話したいね」との感想も出て、親睦を深めることができた懇親会となりました。 

 

 

 ウェブセミナー参加者に向けてオンラインアンケートを実施しました。アンケートでは、「はじめて全国規模の企

画に参加したが、楽しかった。全国集会があれば参加してみたい」「コロナ禍の中でも、久しぶりにみんなの顔が見

られてよかった！」「セミナーがよいきっかけになり、仲間の青年たちと議論が深まった」「コロナの影響でストレ

スを感じながら働いていたが、今の状況を振り返るきっかけになった」「家庭や仕事の事情でなかなか全国行事に参

加できない人には参加しやすくてよかった」「自宅参加だったので趣味を紹介できた。自分が春闘を頑張る意味はこ

のためだ！と伝えることができた」「青年は労働環境を変える力を持っていることを伝えていきたい」などの感想が

寄せられました。 

また、講演の感想として「政治がしっかりしてないとだめだと思ったのと同時に、組合員が大きく声を上げてい

かなければと思った」「今の日本の現状がよくわかった。労働組合は今こそ出番だと思う」「しっかりデータがあっ

て説得力がすごい。福祉教育国家へのシフトは絶対に必要」「文化・芸術を守るには平和な生活を守らなければと思

った」「自分たちの今後の運動に確信を持てた」「税金の使い方について非常に関心が高くなっていると思う。私た

ち労働組合の主張が届きやすい情勢であると思うので、チャンスと捉えて活動していきたい」などの声が寄せられ

ました。 

 全体として、「また企画してほしい」という声が多くありました。今こそ『集まり、つながり、青年が社会の在り

方を考えるきっかけや場所が求められている』と強く感じることができたウェブセミナーでした。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウェブセミナーに参加してみて… 

 

はじめましての人も久しぶりの人も

各グループに分かれて顔を合わせて交

流しました。悩みや問題意識を話しな

がらも、笑顔がこぼれる場面もありま

した^^ 

▲数人で集まってウェブセミナーに

参加した仲間も！（兵庫） 
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★「若者の要求アピール大作戦 inメーデー」

へのご協力ありがとうございました！ 

 

 

 

 

 

各地の青年の声は 

↓の各 SNSで見ることができます。 

【https://www.facebook.com/51sakusen/】 

【https://twitter.com/sakusen51?lang=ja】 

【https://www.instagram.com/51sakusen/】 

★今年も「全労連青年部組織実態調査」を実

施します。ご協力よろしくお願いいたします。 

★青年活動のとりくみやニュースをお寄せく

ださい！厳しい状況でも励まし合いましょう 

へ(^▽^)ﾉｼ 

宛先は＜ youth@zenroren.gr.jp ＞まで♪ 
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https://www.instagram.com/51sakusen/】
mailto:youth@zenroren.gr.jp

